



























を始め少なくはないが、円朝は怪談への逆風の社会状況・文化状況をふまえて語っていると考えられる。明治初期において怪談及び怪異 扱った戯作、歌舞伎台本、実録本等がこの時期にも刊行されているものの、話芸における怪談の速記 は円朝に始まるため少なく、円朝の語りをそのまま信ずるな ば落語における怪談軽視の状況は事実であるかもしれな 。　
しかしながら当時の社会状況から考えるならば、怪談が衰退し






























しては当然「存する」は「思う」の意で用い、 「幽霊がいると思っていましたから」という意味で述べているのであろう。一方、 「只今は幽霊が無いものと諦めました」というのは、幽霊が無いとの諦念に到達 たと言う意味であろう。 「諦めました」と語り、 「頓と怖い事はございません」と受け の 、以前は恐れていたものに対して感情を簡単に切り替えられるはずもなく ささか皮肉めいた語り口のように思われる。
　
⑤狐にばかされるといふ事は有る譯のものでないから、神經病、又天狗に攫は も無いからやつぱり神經病と申して 何でも怖いものは皆神經病におつつけてしまひますが、現在開けたえらい方で、幽靈は必ず無いも と定めても、鼻の先へ怪 いものが出ればアツといつて餅をつく は、やつぱり神經が些と怪しいのでございませう。
　
事象の丹念な検証なく怪異は全部〈神経病〉としてしまう訳で






⑥ところが或る物識の方は、 「イヤ西洋にも幽靈がある、決して無いとは云はれぬ、必ず有るに違ひないと仰しやるから、私共は「へエ然うでございますか、幽靈は矢張有りますかなと云ふと、又外の物識の方は、 「ナニ決して無い、幽靈なんといふは有る譯のものではないと仰しやるから、 「ヘエ左樣でございますか、無い 言ふ方が本當でげせう、と何方へも寄らず障らず、只 なり次第に、無いといへば無い 有るといへば有る、と云つて居れば濟みます が、極大昔に断見の論 ふのが有つて 是は今申す哲學 いふ様なも で、此派 師の論には、眼に見え無い物は無いに違ひ 何んな物でも眼の前に 物でなければ有る は云 せぬ 假令何 理論が有つても、眼に見えぬ物は無いに違ひないといふ事を說きました。





人や場面に わせて、存在する かしないとか言っ ればよいという場当り的な処世術を語って が、その後、語りは古代インド思想へと飛躍する。　
初めに「断見」の説明がなされる。 「見」とは、見解・意見・















































う存在を肯定した見解となっている。　「一」の幽霊談義はここで終わり、以後「十一」まで本筋から逸脱する事はない。しかし、 〈怪談神経病説〉をめぐる語りは随所に散見する。　「六」は、深見新左衛門が針医の皆川宗悦に借金の返済を迫られて、激情に駆られて宗悦 殺害 ことにより、奥方が精神的におかしくなったくだりである。 「深見新左衛門の奥方は、あ

宗悅は憫然な事をした、何うも實に情ない、お殿様がお手打に遊ばさないでも宜いものを、別に怨がある譯でもないに、御酒の上とは云ひ がら氣の毒 事 したと絶えず奥方が思ひます處から所謂只今申す神經病で、何となく塞いで少しも氣が機みません事でございます。翌年 なりまして安永三年二月 たりから奥方がぶら鹽梅が悪く り」の「ぶらぶら」とは〈ぶらぶら病〉のことであろう。
〈ぶらぶら病〉
とは、しばしば〈神経病〉と同義
で使われる言葉である。 「特にどこが悪い いうわけ はないが、何となく調子の悪い状態 長びく病気。 」 （ 『大辞林』 ）が元の意味である。 奥方には宗悦に対する罪悪感 あるため、 〈怪談神経病説〉による解釈は可能であろう。　
一方、 「七」では、病の床についた奥方の治療のために新左衛門






に、非番の日に新左衛門が在宅していると、庭の植え込みに「頬骨の尖つた小鼻の落ちました、眼の所がポコンと凹んだ頬から頤へ胡麻鹽交りの髯が生えて だらに禿げてゐる痩せかれた坊主が」現れ、 「殿様。 」と言った。新左衛門が「狸の所爲か」と言いながら、刀で斬りつけると、 「パツと立ちます一團の陰火が、髣髴として生垣を越えて」 、隣人でやはり宅番をしていた諏訪部三十郎の屋敷へ落ちた。新左衛門は、なおも「狐狸の所爲か」と思った。そ 翌日か 諏訪部が病気となりお勤めができ ため、新左衛門一人が座光寺家の宅番となってしまい 座光寺源三郎の仲間である梶井主膳が源三郎 連れ去ろうと大勢での こんできた時に新左衛門も殺害され しまう　
この場面も宗悦らしき坊主や陰火を目撃したのは新左衛門であ
るが、実際にその後に隣家の諏訪部 病気になるため、霊的な現象が証明され 形となっている。さらには、新左衛門のセリフ中に「狸の所爲」とあり、動物の怪異につ は否定的ではない。開化期の〈怪談神経病説〉が流行し 時期 おいても、動物の怪異は新聞等でもしばしば報道されており、世間一般に信じられていたようである。　
新左衛門が殺害された事により深見家も改易となる。宗悦の霊
が存在し、深見 左衛門を怨んでいるなら、その怨念は復讐を遂げたことになる。　「八」では新左衛門の長男の新五郎が、両親が非業の死を遂げ家が改易になったことを知り、 「何た 因果因緣か」と言いながら






























て説明されて納得する例が語られる。前世における徳の貯金があれば、現世での行いが良くなくても良い人生を歩む場合もあることを述べ また、因縁が有るから幽霊が出るのだと、幽霊の存在を首肯する論理をも語っている。因縁と幽霊の関係について述べているが、 この背景にあるのは仏教である。 こ 後の部分には、 「その眼に見えない處を佛敎では説盡してございまするさうで」 あり、仏教的な見方に一見距離を置いた語り口 りな ら、因縁と幽霊の関係性 語る思想が仏教 り、その思想から は存在すると説いている。　
ちなみに円朝が師とした山岡鉄舟は文明開化の仏教批判の風潮
──「世の妄想家或は曰く、仏法は文明政治 裨補する 力無く、畢竟幽明界に割據するに過ず」という状況に反駁して、 「三世に貫ける活眼を開かず、 長安に透れる 大道 まざる罪報なるのみ」と述べ、 「須らく三千貫通の活 を劈開して、獨脫無依の主人公を





















④是は私がふと怪談會と云ふ事を致した時に、諸先生方が晝いて下すつた百幅の幽靈の軸がございますから、是を御覽に入れますと、外國人の事でございますから、一々是は何といふ人が晝いたのかと云 事を、通辯に聞いて手帖に寫し 是れは巧い、彼れは拙い 評します所を見ると、中々眼の利いたもので、丁度其中で眼に着きましたのは菊池容齋先生と柴田是真先生の晝いたので、是は別して賞められました。
　
外国人の興味は、円朝の収集した幽霊画から幽霊の存否へと進
































掛物を聚めるには、幽靈 いふものが有るか無いかを確と知つての上でかやう 聚め のでございませう、と云ふ問でございました。
　
外国人は、幽霊画を収集するということは幽霊の存否をわかっ








のみ存じてゐますから日本人には有るやうで、貴方のお國には無いと云ふことが學問上決して居るさうですから無い で、詰り無い人には無い有る人には有るのでございませうと、仕方なしに答へましたが、此答は固よりよろしくな 樣 ございますが、何分無いとも有るとも定めはつきません。
　
⑦は、 「一」で語られた、悪人には幽霊は存在して善人には幽霊
は存在しない─その人の心根や生き方によって幽霊は存在したりしなかったりすると言う〈怪談神経病説〉とは異なっている。日本には幽霊は存在して外国には幽霊が存在しないという国や文化によって幽霊の存否が異なるという説である。日本ではまだ幽霊という存在がいるという見方が生きていて幽霊は存在し、外国では学問上そういう見方 否定されているから存在しないと うものである。 「一」 出てきた外国にも幽霊はいると言う言 は食い違っており、ここで 外国では合理主義の考え方が極まっており幽霊はいないとい の あ 。　
しかしながら、その後で「仕方なしに答へましたが」 「何分無





譯かと聞くと、蛇を壜の中へ入れてアルコールをつぎ込むと、蛇は苦しがつて、出やうと思つて口の所へ頭を上げて來るところを、グツとコロツプ 詰めると、出やうと云ふ念をぴつたりおさへてしまふ。アルコール漬だから形は殘つて居ても息は絶えて死んで居るのだが、それを二年許り經つて壜の口をポンと拔いたら 中から蛇がず ツと飛出し 、栓を拔いた方の手頸へ喰付いたから、ハツと思ふと蛇の形は水になつて、ダラと落て消え が、是 云ふものぢや。と仰しやりました。










らないと言 、死後の世界 存在す 証拠もないと、否定的な言辞が続く。しかしながら、悪い事をすると「怨念」に取りつかれるとか、地獄へ行くと苦しく恐ろしいという考えには、人が悪い事をするのを抑止する働きがあるという。　
実用性を求める時代風潮に合わせて、当時の怪談の多くがこの




























仏教、道教、ある特定結社のものなどが存在しており、内容も多少異なっているが、いず も血 かかわる罪を犯 た者は血の池地獄に堕ちると説かれて るのに対し、日本の《血盆経》には、産や月水の血で地神、水神等を した女性 みが、この地獄 堕ちるとされている。古来 日本には血を忌む思想が存在し、これに仏教の女性不浄観が習合して 女は血を流す存在であ ゆえに不浄だと説かれることになった。 」 （ 『世界大百科事典』 「血の池地獄」 ）また、 「燈心で竹の根を掘る と 、 「 （俗に、産まず は死んでから地獄に落ち、灯心で竹の根を掘らされ と言い伝 られたところ ） やってもできない、 苦労 も効果のな たとえ。 」（ 『日本国語大辞典』 ）のように地獄の刑罰として言い伝えられているようである。また、 「提灯 餅をつく」の方は、 「自分の思うようにならないことのたとえ。 」 （ 『大辞泉』 ）と
　





というもの 霊を肯定する見解とを行ったり来た しながら、地獄絵を見たり地獄の話を聞いたりした経験を例として挙げ、やはり悪い事はできない いう結論に達 てい 。幽霊否定論と肯定論の間を行ったり たりして様々な見解を挙げて、それな に検証し公平性 示して説得力を増そうとしながら そろり ろりと肯定論へ肩入れした結論をさりげなく述べてゆく。相対化 経た肯定ということで聞き手 納得しやす 。　
円朝は、幽霊は存在して当然であるという絶対的な幽霊観を一




（３） 『真景累ケ淵』にみる円朝の怪異観（三）　「二十一」には短い怪談観が語られ、再び「神經病」という言葉も登場する。この前の場面では、新左衛門の次男の新吉が夫婦のように暮らしていた富本 師匠の豊志賀（実は宗悦の長女）の嫉妬が恐ろしく、同門で恋情を抱いていたお久に相談した事から駆け落ちする話へと進展した。ところが、お久が突然豊志賀に見えてきて、 恐ろしさのあまり新吉は逃げて叔父（実は実家の門番）勘蔵の所に行った。すると 重い病で臥せっ いる ずの豊志賀が駕籠に乗ってや てきた。叔父と
3人での会話の後、豊志賀は








りや恨みによって幽霊が出るという因縁話が語られる事が良くあったと言う。 「怨の一念三世に傳はる」の三世とは、仏教では輪廻転生を前提とし、前世、現世、来世があるが、その三世である。また、 人間の苦 みである「四苦八苦」の一つに「怨憎会苦」があり、憎みあう相手と出会う苦しみをさす。輪廻転生を前提に考えるならば、前世での相克が継続されてそのようにな と考えられる。　
ここでの怨みとは、新吉と夫婦然と暮らしてい 豊志賀が、新
吉と弟子のお久の間柄を疑い怨んで死んだというものであ 豊志賀が宗悦の長女であることを、新吉はこの時点 は知らなかった。 「假令此儘死ねばとて、この怨は新吉 身體に纏つて 此後女房を持てば七人まではきつと取殺すから然う思へ」 言 書置を残して豊 は死ぬ。　
以後、 『真景累ケ淵』前半は、豊志賀の怨念により新吉の恋人や











ると、そこにお累が参っており お久の墓から蛇が出てお累 新吉にすがりついたのが、新吉 累の出会いで、新吉 お累との悪縁が示されている。 （ 「三尺ばかりもあ くちなは」 ）　
次に、お累が囲炉裏の薬缶をひっくり返して熱湯を浴びた場面
でも、二度も出たので神経病により蛇に見える いう語りを伴いながら、蛇の登場が語られる。 （ 「二尺餘り ある蛇」 ）　
そして新吉が「累ヶ淵で殺したお久の爲には、伯母に當るお累
の處へ私が、養子に來る事になり、此間まで美しい娘が、急に私




















花を手向けるのはよい功德に ると佛の教へに ある、昔譬へにも、千本の石塔を磨くと忍術が行へるとも云ふから 其樣な事も有るまいが功徳になるから參詣 さい。
　
と和尙さんが有




と言われてくよくよと心にかかり、食も進まなくなっていた。その事について、僧侶は病気は死霊の祟りによるものであり、無縁墓供養の大功徳によって良くなるとアドバイスした。一方、語り手は、新吉 病気の回復を「氣の故か、神經病だから段々數を掃除するに従つて氣分も快くなつ 参ります。 」という うに怪異は神経病によるも であるという新時代の解釈にあわせて語っている。しかし、気持ち 持ちようだけで どうにもならない方向へと物語は進んでゆく。　
自らの悪因縁を自覚して立ち直ろうとした新吉であるが、江戸
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